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水
産
庁
は
、
１
月
２３
日
農

林
水
産
省
７
階
講
堂
に
お
い

て
平
成
２５
年
度
漁
港
漁
場
関

係
担
当
課
長
会
議
を
開
催

し
、
都
道
府
県
漁
港
漁
場
整

備
担
当
課
長
ら
関
係
者
約
９０

名
が
出
席
し
た
。

会
議
は
、
本
川
一
善
水
産

庁
長
官
の
「
東
日
本
大
震
災

か
ら
３
年
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
復
旧
・
復
興
に

当
た
っ
て
は
、
人
員
配
置
が

厳
し
い
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
職
員
の
派
遣
等
色
々
な

協
力
を
頂
い
た
こ
と
に
対
し

て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

今
後
も
復
旧
・
復
興
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
が
、

各
都
道
府
県
に
お
か
れ
て
も

人
的
協
力
、
技
術
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

２６
年
度
の
予
算
が
閣
議
決

定
さ
れ
、
２５
年
度
補
正
予
算

も
２
月
中
旬
に
は
実
施
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。
国
土
強
靭

化
、
防
災
・
減
災
対
策
、
衛

生
管
理
型
漁
港

の
推
進
、
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
漁
場

の
造
成
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る

事
業

が

あ

る

が
、
現
場
に
お

い
て
も
う
ま
く

活
用
し
て
現
地

の
実
情
に
応
じ

た
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
て
事
業

を
実
施
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
予
算

が
増
加
し
て
い
る
の
で
、
余

す
こ
と
な
く
実
施
し
て
も
ら

い
た
い
。

補
正
予
算
と
通
常
予
算
で

「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」

と
い
う
事
業
を
創
設
し
、
燃

油
対
策
だ
け
で
な
く
、
浜
の

活
力
づ
く
り
の
た
め
の
予
算

も
計
上
し
て
い
る
。
再
生
プ

ラ
ン
を
作
成
す
る
と
き
に
目

的
に
応
じ
た
事
業
を
選
択
す

る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、

浜
の
要
望
を
聞
い
て
、
今
後

の
漁
港
づ
く
り
、
漁
場
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
」
の
挨
拶
で
開
会
し
た
。

続
い
て
、
宇
賀
神
義
宣
漁

港
漁
場
整
備
部
長
が
、
漁
港

漁
場
整
備
を
め
ぐ
る
最
近
の

状
況
に
つ
い
て
「
予
算
は
上

向
い
て
お
り
、
２
年
連
続
で

上
昇
し
、
２５
年
度
予
算
に
比

し
て
実
質
３
・
５
％
増
と
な

っ
た
の
で
、
円
滑
な
予
算
の

執
行
を
お
願
い
し
た
い
。

東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
も
加
速
化
し
て

い
る
が
、
都
道
府
県
か

ら
の
出
向
者
の
方
々
の

力
も
大
き
く
寄
与
し
て

い
る
。
漁
港
・
漁
村
の
防
災

・
減
災
対
策
は
、
国
全

体
と
し
て
の
対
策
で
あ

る
の
で
関
係
す
る
事
業

を
確
実
に
推
進
し
て
も

ら
い
た
い
。
特
に
、
防

災
・
減
災
対
策
の
た
め

に
は
、
漁
港
施
設
の
診

断
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

ま
た
、
施
設
の
長
寿

命
化
対
策
に
つ
い
て
も

計
画
作
成
を
推
進
し
て

頂
き
た
い
。

漁
村
に
つ
い
て
は
、

６
次
産
業
化
を
推
進
す

る
た
め
に
も
、
浜
の
活
力
再

生
プ
ラ
ン
を
有
効
に
活
用
し

て
も
ら
い
た
い
。

今
年
は
午
年
で
あ
る
が
、

「
馬
に
は
乗
っ
て
み
よ
、
人

に
は
添
っ
て
み
よ
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
と
お
り
、
や
っ

て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
の

で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら

い
た
い
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

こ
そ
次
へ
の
展
開
が
開
け
る

も
の
と
信
じ
て
い
る
」
と
述

べ
た
。
引
き
続
き
、
各
課
の
説
明

に
移
り
、
最
初
は
�
吉
晋
吾

計
画
課
長
よ
り
計
画
課
所
管

業
務
の
説
明
が
あ
り
、
各
担

当
官
が
計
画
課
予
算
等
に
つ

い
て
説
明
を
行
っ
た
。

・
平
成
２６
年
度
水
産
基
盤
関

係
予
算
等

・
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対

策
事
業
・
漁
港
の
省
エ
ネ
化

実
証
事
業

・
水
産
基
盤
整
備
調
査

・
水
産
基
盤
整
備
事
業
に
関

す
る
計
画

・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
国
土
強
靭
化
に

関
す
る
状
況

・
離
島
の
防
災
機
能
強
化
（
地

方
財
政
措
置
の
拡
充
）

次
に
、
佐
々
木
亨
防
災
漁

村
課
総
括
課
長
補
佐
よ
り
防

災
漁
村
課
所
管
業
務
の
説
明

が
あ
り
、
各
担
当
官
が
防
災

漁
村
課
予
算
等
に
つ
い
て
説

明
を
行
っ
た
。

・
平
成
２６
年
度
漁
港
海
岸
予

算
の
概
要
等

・
平
成
２６
年
度
災
害
復
旧
事

業
予
算
の
概
要
等

・
主
要
漁
港
に
お
け
る
大
規

模
災
害
時
の
応
急
体
制
の
充

実
施
策
及
び
漁
港
・
漁
村
に

お
け
る
防
災
減
災
対
策
の
現

状
と
今
後
の
対
応

・
「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」

策
定
推
進
事
業

・
強
い
水
産
業
づ
く
り
交
付

金・
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付

金
及
び
離
島
漁
業
再
生
支
援

交
付
金
続
い
て
、
中
泉
昌
光
整
備

課
長
よ
り
整
備
課
所
管
業
務

の
説
明
が
あ
り
、
各
担
当
官

が
整
備
課
予
算
等
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
。

・
平
成
２６
年
度
整
備
課
所
管

予
算
・
漁
港
施
設
等
の
老
朽
化
対

策・
大
規
模
地
震
・
津
波
に
備

え
た
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

・
水
域
施
設
の
機
能
保
全

・
予
算
の
早
期
執
行

・
会
計
実
地
検
査

な
お
、
会
議
に
お
い
て
平

成
２６
年
度
主
要
漁
港
漁
場
関

係
会
議
等
の
予
定
（
別
表
）

が
示
さ
れ
た
。
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水
産
庁
は
、
漁
港

管
理
者
に
対
し
調
査

を
行
い
、
漁
港
・
漁

村
に
お
け
る
防
災
・

減
災
対
策
の
現
状
に

つ
い
て
、
調
査
結
果

を
ま
と
め
た
。

従
前
よ
り
、
漁
港

に
お
い
て
は
港
内
静

穏
度
の
向
上
等
を
図

る
た
め
の
防
波
堤
等

の
整
備
、
漁
村
に
お

い
て
は
生
命
・
財
産

を
守
る
た
め
の
防
潮

堤
等
の
整
備
な
ど
防

災
対
策
を
推
進
し
て

き
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
、
防
波
堤
、
岸

壁
等
の
基
本
施
設
だ
け
で
な

く
、
荷
さ
ば
き
所
、
加
工
場

等
の
機
能
施
設
や
漁
村
そ
の

も
の
も
被
災
し
、
漁
業
活
動
、

地
域
の
経
済
の
生
活
、
ひ
い

て
は
国
民
に
対
す
る
水
産
物

の
安
定
供
給
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
平
成
２３

年
９
月
の
「
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
を
教
訓
と
し
た
地

震
津
波
対
策
に
関
す
る
専
門

調
査
会
報
告
」
に
お
い
て
、

２
種
類
の
津
波
を
想
定
し
、

次
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。

・
発
生
頻
度
の
高
い
津
波
（
Ｌ

１
津
波
）
に
つ
い
て
は
、
人

命
保
護
に
加
え
、
住
民
財
産

の
保
護
、
地
域
の
経
済
活
動

の
安
定
化
等
を
図
る
。

・
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
（
Ｌ

２
津
波
）
に
つ
い
て
は
、
住

民
等
の
生
命
を
守
る
こ
と
を

最
優
先
と
し
、
住
民
の
避
難

を
軸
に
と
り
う
る
手
段
を
尽

く
し
た
総
合
的
な
津
波
対
策

を
図
る
。

水
産
庁
は
、
こ
の
方
針
を

踏
ま
え
、
昨
年
８
月
に
「
平

成
２３
年
東
日
本
大
震
災
を
踏

ま
え
た
漁
港
施
設
の
地
震
・

津
波
対
策
の
基
本
的
な
考
え

方
」
を
示
し
た
。

こ
の
中
で
は
、
水
産
物
の

生
産
及
び
流
通
の
拠
点
と
な

る
漁
港
や
防
災
の
拠
点
と
な

る
漁
港
等
に
お
い
て
地
震
・

津
波
対
策
を
強
化
す
る
こ
と

と
し
、
発
生
頻
度
の
高
い
津

波
を
防
波
堤
等
の
設
計
外
力

に
追
加
、
防
波
堤
等
へ
の
粘

り
強
い
構
造
の
付
加
、
更
に

防
波
堤
と
防
潮
堤
に
よ
る
多

重
防
護
の
活
用
な
ど
の
新
た

な
考
え
方
を
盛
り
込
ん
で
い

る
。今
回
の
調
査
は
、
こ
の
「
基

本
的
な
考
え
方
」
を
受
け
、

被
災
３
県
（
岩
手
県
、
宮
城

県
、
福
島
県
）
を
除
く
全
国

全
て
の
２
７
５
９
漁
港
に
つ

い
て
、
漁
港
管
理
者
で
あ
る

地
方
公
共
団
体
の
地
震
・
津

波
に
対
す
る
意
識
が
ど
の
よ

う
に
変
化
し
た
か
に
つ
い
て

調
査
し
た
も
の
。

こ
の
結
果
、
地
震
対
策
で

は
７０
％
、
Ｌ
１
津
波
で
は
７５

％
、
Ｌ
２
津
波
で
は
７８
％
の

漁
港
が
「
対
策
を
検
討
中
」

と
回
答
し
て
お
り
、
震
災
を

契
機
に
防
災
・
減
災
に
対
す

る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

水
産
庁
は
、
今
後
こ
の
対

策
を
検
討
中
で
あ
る
７
割
以

上
の
漁
港
・
漁
村
の
防
災
・
減

災
対
策
に
必
要
な
整
備
が
推

進
さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
支

援
す
る
と
と
も
に
、
今
後
は

簡
単
な
指
標
を
つ
く
り
、
整

備
の
進
捗
度
な
ど
を
継
続
的

に
調
査
し
て
い
く
方
針
。

平
成
２５
年
度

（
後
期
）
漁
港
漁

場
管
理
者
研
修
会

が
、
１
月
３０
日

（
木
）、
３１
日
（
金
）

の
２
日
間
山
口
県

下
関
市
の
「
海
峡

メ
ッ
セ
下
関
」
会

議
室
に
お
い
て
、

２
０
０
名
の
参
加

を
得
て
開
催
さ
れ

た
。初
日
の
研
修
会

は
水
産
庁
主
催
で
開
催
さ

れ
、
２
日
目
の
漁
港
見
学
会

は
当
協
会
が
実
施
し
、
１
４

０
名
が
参
加
し
た
。

初
日
は
、
午
前
１０
時
に
水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
計
画

課
�
吉
晋
吾
課
長
の
主
催
者

挨
拶
で
始
ま
り
、
そ
の
後
水

産
庁
等
の
担
当
官
に
よ
る
講

義
が
６
題
と
こ
れ
に
関
連
す

る
事
例
紹
介
が
３
題
行
わ
れ

た
。
（
演
題
、
発
表
者
等
は

後
述
）
２
日
目
の
漁
港
見
学
会

は
、
山
口
県
管
理
の
下
関
漁

港
（
特
定
第
３
種
漁
港
）
の

本
港
と
分
区
の
南
風
泊
港
、

下
関
市
管
理
の
吉
見
漁
港

（
第
２
種
漁
港
）
の
３
港
で

行
っ
た
。

下
関
漁
港
で
は
、
今
年
度

か
ら
８
年
間
総
事
業
費
約
４２

億
円
（
県
３０
億
円
、
市
１２
億

円
）
の
予
定
で
特
定
漁
港
漁

場
整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
本
港
地
区
で
は
、
施

設
の
老
朽
化
や
水
揚
量
の
減

少
な
ど
へ
の
対
策
と
し
て
山

口
県
が
事
業
主
体
と
な
り
、

市
場
の
機
能
を
現
在
の
南
棟

へ
集
約
し
、
高
度
衛
生
管
理

が
可
能
な
密
閉
管
理
型
の
荷

捌
き
所
を
整
備
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

南
風
泊
分
港
地
区
で
は
、

下
関
市
が
事
業
主
体
と
な
り

高
度
衛
生
管
理
が
可
能
な
密

閉
管
理
型
の
荷
捌
き
所
の
整

備
を
行
い
、
山
口
県
が
荷
捌

き
所
の
拡
幅
に
伴
う
岸
壁
の

沖
出
し
（
１５
ｍ
）と
耐
震
強
化

を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

南
風
泊
分
港
は
「
ふ
く
」

（
山
口
県
で
は
濁
ら
な
い
）

の
水
揚
げ
で
有
名
で
あ
り
、

見
学
当
日
も
水
揚
げ
さ
れ
た

ふ
く
が
、
市
場
前
面
の
生
簀

に
大
量
に
蓄
養
さ
れ
て
い

た
。吉
見
漁
港
は
、
漁
港
の
背

後
に
加
工
団
地
が
あ
り
、
主

に
練
り
製
品
が
製
造
さ
れ
て

お
り
、
見
学
時
に
は
揚
げ
か

ま
ぼ
こ
の
匂
い
が
漁
港
全
体

に
漂
っ
て
い
た
。

漁
港
見
学
会
は
、
参
加
者

の
方
々
の
定
刻
運
行
へ
の
協

力
も
あ
り
予
定
よ
り
若
干
早

く
実
施
で
き
、
新
下
関
駅
（
新

幹
線
）
と
下
関
駅
（
在
来
線
）

と
で
解
散
し
、
無
事
終
了
し

た
。
科
目
・
発
表
者

◎
漁
港
の
管
理
等
に
つ
い
て

○
適
正
化
法
関
係‥

水
産

庁
計
画
課
管
理
第
１
係
長

木
幡
誠

○
漁
港
施
設
用
地
の
有
効
利

用
に
つ
い
て
（
事
例
）‥

下
関
市
水
産
課
漁
港
係
長

末
永
康
二

○
利
用
計
画
関
係‥

水
産

庁
計
画
課
計
画
官

矢
島
由

美
子
○
漁
港
の
管
理
に
つ
い
て
（

事
例
）‥

沖
縄
県
漁
港
漁

場
課
主
事

當
間
卓
弥

◎
放
置
艇
対
策
に
つ
い
て

○
利
用
調
整
関
係‥

水
産

庁
計
画
課
課
長
補
佐

柳
瀬

知
之
○
放
置
艇
対
策
の
取
組
に
つ

い
て
（
事
例
）‥

和
歌
山

県
港
湾
空
港
課
港
湾
管
理
班

長

岡
澤
利
彦

◎
国
有
財
産
関
係
に
つ
い
て

‥

水
産
庁
計
画
課
管
理
第

１
係
長

木
幡
誠

◎
海
岸
の
管
理
に
つ
い
て

‥

水
産
庁
防
災
漁
村
課
課

長
補
佐

森
健
二

◎
前
期
研
修
会
ア
ン
ケ
ー
ト

へ
の
回
答
等‥

水
産
庁
計

画
課
課
長
補
佐

山
�
正
宏
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漁
港
漁
場
関
係
担
当
課
長
会
議
を
開
催

平
成
２５
年
度

平
成
２５
年
度（
後
期
）

漁
港
漁
場
管
理
者
研
修
会
を
開
催

漁港見学会も行った
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第
５５
回
漁
港
漁
場
協
会
事

務
担
当
者
連
絡
協
議
会
が
、

２
月
４
日
午
後
３
時
か
ら
東

京
霞
が
関
ビ
ル
の
東
海
大
学

校
友
会
館
に
お
い
て
都
道
府

県
漁
港
漁
場
協
会
の
役
職
員

等
約
６０
名
が
出
席
し
て
開
催

さ
れ
た
。

開
会
に
あ
た
り
田
中
潤
兒

全
国
漁
港
漁
場
協
会
会
長

が
、
「
本
会
は
昨
年
４
月
に

公
益
社
団
法
人
に
移
行
し

た
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
漁

港
・
漁
場
・
漁
村
及
び
水
産

都
市
の
総
合
的
な
整
備
推
進

に
よ
る
活
力
あ
る
漁
業
地
域

づ
く
り
に
向
け
て
、
現
場
の

実
態
、
水
産
業
・
漁
村
の
持

つ
重
要
な
役
割
な
ど
を
広
く

伝
え
る
た
め
の
啓
発
普
及
活

動
、
水
産
業
・
漁
村
の
声
を

政
府
、
国
会
に
届
け
る
た
め

の
提
言
活
動
等
を
進
め
た

い
。
ま
た
地
域
振
興
や
防
災
、

環
境
保
全
の
問
題
に
取
り
組

み
た
い
。

本
会
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
会
費
等
で
皆
様
の
協
力

を
お
願
い
す
る
わ
け
だ
が
、

厳
し
い
環
境
の
な
か
、
経
費

の
削
減
に
努
め
て
い
き
た

い
。１０
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

東
京
で
の
第
６５
回
全
国
漁
港

漁
場
大
会
に
は
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
望
む
」
と
挨
拶

し
た
。
次
に
、
来
賓
の
宇
賀
神
義

宣
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

長
が
、
「
２５
年
度
補
正
予
算

は
間
も
な
く
成
立
の
見
通
し

で
、
引
き
続
き
２６
年
度
当
初

予
算
の
審
議
に
入
る
。
暫
く

の
間
公
共
事
業
抑
制
で
事
業

費
の
前
年
比
減
少
が
続
い
て

い
た
が
、
２４
年
度
よ
り
前
年

比
増
額
の
予
算
が
続
い
て
い

る
。国
土
強
靭
化
、
防
災
・
減

災
対
策
と
し
て
の
地
震
津
波

対
策
は
診
断
・
点
検
を
し
た

う
え
で
事
業
計
画
を
進
め

る
。
現
在
拠
点
漁
港
の
四
分

の
一
が
点
検
作
業
に
入
っ
て

い
る
。
漁
港
等
の
長
寿
命
化

対
策
と
し
て
進
め
る
。

水
産
庁
で
は
「
浜
の
活
力

再
生
プ
ラ
ン
」
「
浜
の
応
援

団
募
集
」
を
進
め
る
の
で
、

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と

挨
拶
し
た
。

続
い
て
横
山
純
計
画
課
課

長
補
佐
が
「
平
成
２６
年
度
水

産
基
盤
整
備
事
業
予
算
の
概

要
」
に
つ
い
て
の
講
演
を
行

な
い
、
２５
年
度
補
正
予
算
と

２６
年
度
予
算
に
つ
い
て
説
明

し
た
。
ま
た
「
浜
の
活
力
再

生
プ
ラ
ン
」
「
浜
の
応
援
団

募
集
」
に
つ
い
て
説
明
し
、

対
応
を
呼
び
か
け
た
。

議
事
に
入
り
、
全
国
協
会

の
２５
年
度
事
業
経
過
報
告
及

び
２６
年
度
事
業
計
画
案
及
び

会
費
案
つ
い
て
佐
治
部
長
、

平
澤
参
与
が
資
料
に
基
づ
き

説
明
し
、
鹿
田
理
事
が
補
足

説
明
と
し
て
会
費
に
関
す
る

全
国
協
会
の
考
え
方
を
説
明

し
た
。
続
い
て
１０
月
に
東
京
で
開

催
予
定
の
第
６５
回
全
国
漁
港

漁
場
大
会
に
つ
い
て
、
概
要

説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
多

く
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

質
疑
で
は
会
費
に
つ
い
て

の
意
見
、
出
版
物
の
改
訂
版

の
要
望
、
次
回
東
京
大
会
で

の
視
察
先
プ
ラ
ン
提
示
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
っ
た
。

最
後
に
福
田
課
長
が
、
２

月
に
行
わ
れ
る
漁
港
漁
場
講

習
会
と
、
３
月
開
催
の
女
性

セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
説
明

し
、
議
事
を
終
了
し
た
。

会
議
終
了
後
、
情
報
交
換

会
が
行
わ
れ
、
水
産
庁
か
ら

宇
賀
神
部
長
の
ほ
か
�
吉
晋

吾
計
画
課
長
、
中
泉
昌
光
整

備
課
長
も
駆
け
つ
け
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
活
発
な

意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

漁
村
総
研
（
一
般
財
団
法

人
漁
港
漁
場
漁
村
総
合
研
究

所
）
は
、
１
月
２１
日
（
火
）

千
代
田
区
内
幸
町
ホ
ー
ル
に

お
い
て
第
７
回
調
査
研
究
成

果
発
表
会
を
開
催
し
、
約
２

０
０
名
が
参

加
し
た
。

こ
の
発
表

会
は
、
漁
村

総

研

が

漁

港
、
漁
場
、

漁
村
に
お
け

る
様
々
な
要

請
に
対
し
て

行
っ
て
い
る

先
端
的
な
研

究
・
技
術
開

発
等
の
成
果

を

一

般

の

方
々
に
提
供

す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た

も

の

で

あ

る
。

さ
ら
に
、
近
年
食
中
毒
事

故
や
産
地
偽
装
等
を
契
機
と

し
て
、
食
の
安
全
性
や
信
頼

性
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
漁

港
に
お
い
て
も
衛
生
管
理
対

策
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い

る
。
消
費
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
る
と
「
水
産
物

を
購
入
す
る
際
に
重
視
す
る

こ
と
」
で
は
、「
鮮
度
」（
６７
・

７
％
）
、「
安
全
・
安
心
」（
５４
・

６
％
）
、「
価
格
」（
４９
・
４
％
）

の
回
答
で
、
依
然
と
し
て
「
安

全
・
安
心
」
へ
の
関
心
は
高

い
。
一
方
で
水
産
物
貿
易
の

国
際
的
な
競
争
が
高
ま
っ
て

お
り
、
輸
入
産
品
と
の
競
合

の
中
で
水
産
物
の
自
給
率
向

上
や
国
際
市
場
に
お
け
る
競

争
力
向
上
の
た
め
の
衛
生
管

理
対
応
が
喫
緊
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
漁
港
は
、
水
産

物
の
陸
揚
げ
、
選
別
、
加
工
、

出
荷
が
集
中
す
る
流
通
拠
点

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
お
り
、
水
産
物
の
高
度

衛
生
管
理
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
は

安
全
で
安
心
な
水
産
物
の
供

給
を
基
軸
に
漁
港
の
衛
生
管

理
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

も
併
せ
て
開
催
し
た
。

発
表
会
は
二
部
の
構
成
か

ら
な
り
、
第
一
部
の
調
査
研

究
発
表
会
で
は
、

�
「
人
工
マ
ウ
ン
ド
礁
に
お

け
る
イ
サ
キ
の
行
動
解
析
と

摂
餌
」
（
伊
藤
靖
）

�
「
漁
港
の
生
態
系
構
造
と

生
物
現
存
量
の
推
定
」
（
三

浦
浩
）

�
「
漁
港
に
お
け
る
誘
導
デ

ッ
キ
（
人
工
地
盤
）
の
計
画

手
法
の
研
究
」
（
浪
川
珠
乃
）

�
「
産
地
魚
市
場
に
お
け
る

衛
生
品
質
管
理
の
計
画
手
法

～
大
社
漁
港
・
和
江
漁
港
の

事
例
か
ら
～
」
（
大
村
浩
之
）

�
「
漁
港
漁
村
災
害
に
お
け

る
災
害
発
生
材
処
理
、
再
生

利
用
の
情
報
化
に
関
す
る
調

査
研
究
」（
研
究
助
成
）（（
一

社
）
全
日
本
漁
港
建
設
協
会

田
原
正
之
）

に
つ
い
て
発
表
を
行
っ
た
。

第
二
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
「
安
全
で
お
い
し
い
水

産
物
を
食
卓
へ
～
こ
れ
か
ら

の
衛
生
・
品
質
管
理
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
北
海
道
大
学
名

誉
教
授
吉
水
守
氏
に
よ
る
基

調
講
演
「
水
産
物
の
安
全
性

確
保
と
安
心
感
の
提
供
」
と

漁
村
総
研
が
取
り
組
ん
で
い

る
漁
港
の
衛
生
管
理
計
画
か

ら
、
漁
港
に
お
け
る
衛
生
管

理
に
向
け
た
問
題
点
・
課
題

の
報
告
に
続
い
て
、
吉
水
守

名
誉
教
授
を
座
長
に
、
坂
本

文
男
氏
（
フ
ー
ド
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
）、

橋
本
善
之
氏
（
鳥
羽
磯
部
漁

業
協
同
組
合
答
志
支
所
支
所

長
）
、
山
道
尚
久
氏
（
八
戸

市
産
業
振
興
部
水
産
事
務
所

副
参
事
）
、
中
村
隆
氏
（
水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
計
画

課
課
長
補
佐
）
、
林
浩
志
氏

（
漁
村
総
研
第
１
調
査
研
究

部
次
長
）
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
安
全
で

お
い
し
い
水
産
物
を
食
卓
へ

～
こ
れ
か
ら
の
衛
生
・
品
質

管
理
～
」
を
行
っ
た
。

吉
水
守
名
誉
教
授
の
基
調

講
演
で
は
、
安
全
な
魚
介
類

の
提
供
に
あ
た
っ
て
は
、
魚

介
類
は
人
獣
共
通
感
染
症

（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
や
ト
リ
フ
ル
）
の

よ
う
な
人
魚
共
通
感
染
症

（
寄
生
虫
を
除
く
）
が
な
く

安
全
で
は
あ
る
が
、
食
中
毒

を
防
止
す
る
取
り
組
み
は
必

要
。
ま
た
、
安
心
感
を
提
供

す
る
た
め
に
は
認
証
制
度
の

利
活
用
や
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ

ィ
ー
の
確
立
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
北
海
道
の
事

例
等
を
交
え
て
説
明
が
あ
っ

た
。パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
冒
頭
に
橋
本
氏
か

ら
答
志
集
約
地
方
卸
売
市

場
、
山
道
氏
か
ら
八
戸
漁
港

の
衛
生
管
理
の
取
り
組
み
の

紹
介
、
中
村
氏
か
ら
漁
港
に

お
け
る
衛
生
管
理
の
取
り
組

み
状
況
、
そ
し
て
坂
本
氏
か

ら
輸
出
を
含
め
た
衛
生
管
理

に
関
す
る
総
合
的
な
説
明
の

の
ち
、

�
な
ぜ
品
質
・
衛
生
管
理
な

の
か

�
な
ぜ
進
ま
な
い
品
質
・
衛

生
管
理

�
輸
出
と
品
質
衛
生
管
理

�
今
後
の
衛
生
管
理
に
向
け

てを
論
点
に
討
議
が
行
わ
れ

た
。

（
一
社
）
青
森
県

漁
港
漁
場
協
会
は
１

月
３０
日
、
３１
日
の
２

日
間
、
平
成
２５
年
度

第
２
回
青
森
県
漁
港

漁
場
整
備
事
業
研
修

会
を
青
森
市
で
開
催

し
た
。
こ
の
研
修
会
は
平

成
１３
年
度
か
ら
１５
回

目
の
開
催
で
、
県
及

び
市
町
村
の
担
当
職

員
、
水
産
関
係
団
体

及
び
漁
協
の
役
職

員
、
魚
礁
関
係
企
業
や
漁
港

漁
場
建
設
に
関
係
す
る
団
体

等
か
ら
お
よ
そ
１
３
０
名
参

加
し
た
。

研
修
会
に
先
立
ち
、
主
催

者
を
代
表
し
て
越
善
靖
夫
代

表
理
事
（
東
通
村
長
）
が
挨

拶
を
述
べ
た
。

研
修
会
の
第
１
日
目
は
、

伊
藤
朋
之
水
産
庁
漁
港
漁
場

整
備
部
計
画
課
地
域
整
備
係

長
に
よ
る
「
水
産
基
盤
整
備

事
業
に
係
る
平
成
２６
年
度
要

求
（
概
算
決
定
）
及
び
主
要

施
策
に
つ
い
て
」の
説
明
と
、

伊
藤
満
由
美
新
深
浦
町
漁
業

協
同
組
合
北
金
ヶ
沢
漁
協
女

性
部
副
部
長
の
「
海
と
と
も

に
生
き
る
私
た
ち
」
の
発
表

の
後
、
相
馬
久
子
青
森
県
農

林
水
産
部
食
の
安
全
・
安
心

推
進
課
課
長
の
「
青
森
県
に

お
け
る
食
の
安
全
・
安
心
対

策
に
つ
い
て
」
の
特
別
講
演

が
行
わ
れ
た
。

２
日
目
は
野
呂
恭
成
青
森

県
農
林
水
産
部
水
産
局
水
産

振
興
課
課
長
代
理
の
「
津
軽

海
峡
に
お
け
る
ミ
ズ
ダ
コ
の

生
態
と
資
源
管
理
」
の
講
演

後
、
村
上
佳
織
（
ラ
イ
ト
ン

コ
ス
モ
株
式
会
社
）
が
「
津

軽
海
峡
に
お
け
る
ハ
ニ
カ
ム

魚
礁
効
果
事
例
と
水
産
環
境

整
備
事
業
に
お
け
る
弊
社
の

取
り
組
み
紹
介
」
を
報
告
し

た
。ま
た
、
第
１
日
目
の
研
修

会
終
了
後
、
９０
名
余
り
が
出

席
し
て
情
報
交
換
会
が
行
わ

れ
、
越
善
代
表
理
事
の
挨
拶

の
後
講
師
を
囲
ん
で
情
報
交

換
を
行
っ
た
。

全
国
漁
港
漁
場
協
会
は
、

「
伝
え
る
～
漁
業
・
漁
村
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
＆
漁

業
・
漁
村
を
知
る
た
め
に
～
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
平
成
２６

年
３
月
３
日
（
月
）
午
後
１

時
３０
分
よ
り
、
東
京
都
西
早

稲
田
の
早
稲
田
大
学
理
工
学

部
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、

漁
村
女
性
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
「
魚
離
れ

と
言
わ
れ
て
久
し
い
が
、
魚

を
食
べ
る
立
場
、
魚
を
供
給

す
る
立
場
の
双
方
か
ら
、
そ

も
そ
も
都
市
住
民
（
消
費
者
）

は
、
漁
業
・
漁
村
に
つ
い
て

知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の

か
、
何
を
知
る
べ
き
な
の
か
、

あ
る
い
は
知
る
必
要
が
あ
る

の
か
、
そ
し
て
漁
業
・
漁
村

の
人
々
は
、
な
ぜ
知
っ
て
ほ

し
い
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
話

題
提
供
を
も
と
に
、
今
後
の

消
費
者
と
漁
村
を
つ
な
ぐ

「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
を
見
つ
け

る
」
を
趣
旨
と
し
て
、
早
稲

田
都
市
計
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
と

共
催
い
た
し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
は
２
部
構
成
か

ら
な
り
、
第
１
部
は
３
名
の

方
々
よ
り
話
題
提
供
を
い
た

だ
き
、
第
２
部
で
は
そ
れ
ら

を
受
け
て
討
論
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
、
都
道

府
県
漁
港
漁
場
協
会
を
通
じ

て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

（
内
容
・
予
定
）

「
伝
え
る
～
漁
業
・
漁
村
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
＆
漁

業
・
漁
村
を
知
る
た
め
に

～
」
◎
話
題
提
供

○
消
費
者
、
水
産
物
仲
介
者

（
漁
業
・
漁
村
を
知
り
た
い

立
場
か
ら
）

株
式
会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ィ

ッ
シ
ュ
代
表
取
締
役

柿
澤

克
樹
氏

○
日
立
地
魚
倶
楽
部
で
の
販

路
拡
大
活
動
（
漁
業
・
漁
村

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
立
場

か
ら
）

茨
城
県
久
慈
浜
丸
小
漁
協

今
橋
一
也
氏

○
漁
村
と
都
市
の
情
報
の
仲

介
者
（
マ
ス
コ
ミ
・
メ
デ
ィ

ア
～
漁
業
・
漁
村
と
消
費
者

を
と
り
も
つ
立
場
か
ら
）

読
売
新
聞
東
京
本
社
編
集
委

員

青
山
彰
久
氏

◎
討
論

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

東
海
大
学
海
洋
学
部
准
教
授

関
い
ず
み
氏

○
パ
ネ
リ
ス
ト

・
話
題
提
供
者
３
名

・
水
産
経
済
新
聞
社
取
締
役

社
長

安
成
梛
子
氏

・
株
式
会
社
漁
村
計
画
代
表

（
早
稲
田
都
市
計
画
フ
ォ
ー

ラ
ム
副
代
表
幹
事
）

富
田

宏
氏

１
月
７
日
（
火
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
福

田
業
務
課
長
は

和
歌
山
県
へ
出

張
１
月
８
日
（
水
）

千
葉
県
農
林
水
産
部
水

産
局
漁
港
課
長
中
里
孝
男

氏
、
同
副
課
長
江
澤
和
夫

氏
１
月
２０
日
（
月
）

青
森
県
漁
港
漁
場
協
会

業
務
執
行
理
事
宝
多
森
夫

氏
、
同
協
会
副
参
事
高
橋

猛
氏

１

月

２９

日

（
水
）
全
国
漁
港
漁

場
協
会
福
田
業
務
課
長
及

び
金
刺
主
幹
は
山
口
県
へ

出
張

（
二
月
一
日
付
）

漁
港
漁
場
整
備
部
計
画
課

併
任
（
漁
港
漁
場
整
備
部
整

備
課
設
計
班
性
能
規
定
係

長
）
小
森
健
史

外
務
事
務
官
併
任
（
漁
港

漁
場
整
備
部
整
備
課
海
外
水

産
土
木
専
門
官
兼
漁
港
漁
場

整
備
部
計
画
課
）
安
田
大
樹

��	
�	�
�� �	�

漁
港
漁
場
協
会
事
務
担
当

者
連
絡
協
議
会
を
開
催

第５５回

ごごごごご
案案案案案
内内内内内

約６０名が出席した

漁
村
女
性
セ
ミ
ナ
ー

３
月
３
日
開
催

研修会の様子

青森県漁港漁場
整備事業研修会

漁 港 漁 場 月 報

平成２５年度

第
２
回

水水水水水水水水水水

産産産産産産産産産産

庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁

人人人人人人人人人人

事事事事事事事事事事

異異異異異異異異異異

動動動動動動動動動動

調調査査研研究究成成果果発発表表会会開開くく

（一財）漁港漁場漁村総合研究所

自
１
月
１
日

漁漁

港港

往往

来来

至
１
月
３１
日

��
��

第
７
回

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
た




